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３． クラス授業の進め方の例（１回 120 分の場合） 

① メイン：ウォーミングアップ・復習、その回の語彙・文型導入（20 分） 

② クラス授業（70 分）：語彙・文型の再確認、練習、「話しましょう」例示 

※間に休憩５分 

③ グループワーク（10 分）： 

テキストの練習「話しましょう」を使って、２〜３名程度でグループワーク

を行う。講師がグループを回りフォローする。「話しましょう」の項目だけで

終わるのではなく、そこから話を続けていくように促す。この時間は学習者

同士が共通言語（英語など）を使いながら話すことも許容し、横のつながり

ができるように促す。 

④ クラス授業：ひらがなもしくは漢字学習（15 分）、事務連絡（５分） 

⑤ ２回〜９回は宿題として、ひらがな練習と各回の「まとめ」完成を課す。 

生活支援や相談が必要な場合は、地域の国際交流協会等への相談も検討。 

 

３. クラス授業を実施する場合の留意点 

・ 学習時間が限られているため、扱う言語形式は最小限に留める。語彙や場面

を多様に提供し、運用力・応用力を伸ばすことができるよう働きかける。 

・ コースで扱う表現・文型・語彙は、スパイラル学習として複数回に渡って何

度も触れるようにする。何度も同じ言語形式を学び、運用することにより、

定着を図る。 

・ 学習者がどのような背景を持っているのか、自己開示をしてもらうよう働き

かける。それによりグループ毎に学習内容をアレンジする。 

・ 学習者同士の横のつながりができるよう、講師はそれぞれの共通点を探した

り、学習者同士をつないだりする等の働きを行う。 
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